


 「ワイワイ、ガヤガヤ……」会場いっぱいにあつ

まったエネママのみなさんはとっても賑やかで

す。子どもたちも一緒にエネルギーの大切さや

電気を作る楽しさを学びます。さっきまであん

なに賑やかだった会場が、いつのまにか静か

になってしまいました。みなさん作業に夢中に

なって、お話するのも忘れてしまったのですね。

真剣なまなざしが印象的でした。

　全国各地で、小型太陽光発電機を使ってケー

タイの電気を作るワークショップを開催しまし

た。与えてもらうのが当たり前だった電気が、

自分で作れる楽しさは体験してみないと味わえ

ない感動が有ります。見た目は地味な発電機

もキラキラのシールを貼ってデコれば、個性が

キラリ☆と光ります。
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　～ママたちの「参加してヨカッタ」の声がいっぱい !! ～

 「私 た ち 、 で、エ ネ ル ギ ー に つ いて 考 え はじ め まし た 」   

エネママカフェで学んだ電気の大切さや、ワークショップを通じて感じたことを参加した
みなさんに書いてもらいました。電気の大切さを改めて実感したり、節電を心掛けるきっかけ
になったりと、ママたちのエネルギーに対する“想い”がたくさん書き込まれました。

日本をグリーンの力で動かそう！

『 GREEN POWER プロジェクト』とは？
平成24年7月から始まった再生可能エネルギーの固定価格買取制度の施行から1年がたちました。
『Green Powerプロジェクト』は固定価格買取制度への理解を深めるとともに、再生可能エネルギー
の普及を目指すプロジェクトです。まずはママやキッズ、地域コミュニティなど５つのキーアクティビ
ティを通じて、普及啓発活動をしていきます。

GREEN POWER プロジェクトに参加して

GREEN POWER プロジェクト キーアクティビティ 



で、エ ネ ル ギ ー に つ いて 考 え はじ め まし た 」   

●太陽エネルギーを持ち歩けるっ
てステキ！子ども達の未来！エネル
ギーを大切に！

●“自分の使うエネルギーは自分
でつくろう!!”が、あたりまえの社会
にあるといいネ！

●自然こそ最高のエネルギー！！自
然から貰えるエネルギーで出来る
ことたくさん増えて欲しいです。

●未来の子供たちのために安全な
エネルギーについてみんなで考え
たいね！

●2012年度　活動報告

「チルドリン」をどこで見つけましたか？ エネルギーについて、どんなことが知りたいですか？

今回の号でよかった記事は何ですか？ エネルギーのどんなワークショップがあったら参加したい
ですか？

「チルドリン」の感想を聞かせてください。 エネルギーについて、こころがけていることや考えなど
あれば教えてください。

NPO法人チルドリンでは、ママたちが自分のペースで仲間や地域と関わり、
子育て時期をもっと「楽しみ・学び・安心して過ごせる場」を作る活動を
しています。

〈主な活動〉
●ママまつり…毎回さまざまな企画でママと子どもで賑わう“ママによるママのため

の ”イベントです。

●コミュニティ＊チルドリン…全国９つの街で開催されるコミュニティスペース。スイー

ツの会やベビーマッサージ、アロマなどのイベントやワークショップなどに参加して、

自分の時間を楽しめます。新しいお友達もできるかも♪

●フリーマガジン『childrin』…隔月発行のフリーマガジン。育児、おでかけ情報な

ど子育てママにうれしい情報が満載です！

●ママプロダクション…ママの「好き」「得意」「経験」を生かしてみませんか？アトリ

エ※チルドリンでのワークショップ講師やドリームショップ、ママまつりでイベント（ブー

ス出店）する（など）活躍できるチャンスです（要登録）。

●ママネット…全国のママサークル、ママ団体、ママ支援団体どうしで応援しあい、

活動の輪を広げています。



楽しみながらエネルギーについて学べる「エネママカフェ」。この取り組みを

積極的に広げていただけるママを「エネママ大使」に任命します！

そして、あなたのコミュニティーで「エネママカフェ」のワークショップを開いて、

たくさんのママにエネルギーの知識を伝えていきましょう！
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　私たちの最終目標は、一緒にエネルギーについ

て考え、行動してくれるママたちと力を合わせて、

『再生可能エネルギーの発電所』を作ることです。

「私たちに発電所が作れるの？」と驚いた方もいる

でしょう。

　実はドイツ・シェーナウのママたちが、自然エネ

ルギーの発電所を作った例があります。1986年

のチェルノブイリの原発事故をきっかけに立ち上

がったシェーナウのママたちが、自然エネルギーの

啓蒙活動を展開。1991年にシェーナウ発電所を

設立しました。

　日本のママたちもドイツのママと同じことができ

ると思うのです。まだまだ福島では地震や原発の

影響で自由に暮らせない人がたくさんいます。で

も、子どもたちが大人になる頃、クリーンで安全な

自然エネルギーだけで日本が動いていたら……と

思うと、ワクワクしませんか？

　グリーン電力とは、環境に害の少な

い再生可能エネルギーのことです。この

グリーン電力の環境に対する付加価値

（CO2排出量の低減など）の部分を『グリー

ン証書』として発行していて、発電所がな

い事業所や家庭でもグリーン証書を使え

ば、証書に記載された電力量（kWh）相当

分の自然エネルギーの普及に貢献し、グ

リーン電力を利用したとみなされます。



きちんと考えてみよう、『エネルギー』のこと。

　再生可能エネルギーで発電された電気

を、その地域の電力会社に一定価格で買

い取ることを国が約束する制度です。買

い取るための費用は賦課金という形で電

気の利用者全員から集めており、電力会

社の明細を見ると『再エネ賦課金など』

という項目があるのがそれです。毎月数

百円（電気使用量により変動）ほど徴収

されているので確認してみてください。

「私はエネルギー対策に貢献していない」

と思っている人が多いのですが、実はこ

のように国民みんなで少しずつ『育エネ』

しているのです。

●『育エネ』はこうして行われています
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家電製品の普及が進んで快適な

生活が送れているのは良いことで

すが、一方で電気の使用量も増加

しています。そのなかでも約６％

は待機時消費電力量だと言われ

ています。

待機時消費電力とは…
家電製品のプラグをコンセントに差し込んでおくだけで電気が使われています。たとえば
時間などの表示機能、タイマー機能、リモコン機能など、電化製品を使っていない「待機時」
に機能を維持するだけのための電力が必要なのです。長期間外出するときなどはできる
だけプラグを抜いておきましょう。

電源スイッチを入れればライトが点き、エアコンが

快適な室温を保ってくれることが当たり前になっていませんか？

今おかれている日本のエネルギーの現状を知って、みんなで

エネルギーについて考えていきましょう。

さあ、コタロウ、リン、ポンタと一緒に学習スタート！

原油や石炭など、いつかなくなって

しまう「化石資源」がおよそ90％を

占めているのが現状です。新エネル

ギーなどはわずか数パーセントしか

ありません。

我が国の年間発電電力量の構成（2012 年度）

8.4%1.7%

18.3%

42.5%
27.6%

電気事業連合会「電源別発電電力量構成比」より
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札幌次世代エネルギーパーク　　●井上さん親子

身近な円山動物園やモエレ沼公園で再エネを使っていると
知り、ビックリ。まず私たちママ世代が再エネやエネパにつ
いて学ばないと。

札幌次世代エネルギーパーク　　●神村さん親子

1才の息子とペレットストーブや雪冷房などを学び、再エネが
ぐっと身近に。父が再エネに詳しいとわかり、三世代の話題
が増えました。

福島次世代エネルギーパーク　　●熊谷さん親子

子どもたちは「学校の授業でもとても役に立った」「これから
自分にできるエコをしたい」と言っています。この貴重な体験
を通じて、たくさんの親子にエネルギーパークの素晴らしさ
を実感してほしいです。

北九州次世代エネルギーパーク　　●森田さん親子

2歳の双子と4ヶ月の子どもを連れて行きましたが、参加して
よかったです。エネルギーについて深く考える機会になりま
した。次世代を生きる小さな子の中にも何かが残ってくれて
いると思います。

最新の次世代エネルギーがわかる

自然のチカラを遊びながら体感

最先端のテクノロジーを体験

地域ごとの風土が楽しめる

将来の子どもたちのために、新たなエネルギーの研究・開発
が行われています。「今」の次世代エネルギーがどうなってい
るか確かめてみましょう。

太陽、風、水、地熱、植物などで自然から生まれる再生可能
エネルギー。エネパの周辺にある自然の強力なパワーを目
の当たりにできます。

『エネパ』は再生可能エネルギーの発電所や研究所になっ
ています。つまり、最先端の技術を見て、触って、体感でき
るのです！

自然の力を効率よくエネルギーに変えるため、各地のエネ
パは風土の特徴を生かした設計になっています。まずは
地元のエネパから見学しましょう！

新エネルギーや次世代エネルギーなどを身近に
感じてもらえる施設として、全国48ヶ所に設置されている
エネパこと『次世代エネルギーパーク』。親子で１日中、
たっぷり遊びながらエネルギーのことが学べます。       

『エネパ』で
再生可能エネルギーを楽しく学びましょう

日本を代表する再生可能エネルギーで、2011年度末で491万kWの導入実績があります。住宅では
100万世帯以上、近年では産業用や公共施設でも積極的に導入しています。

風のエネルギーを電気に変えています。天候により発電量にはムラがあるものの、昼夜関係なく低コス
トで発電できるメリットがあります。2011年度末で256万kWの導入実績があります。

動植物から生まれた生物資源で、「直接燃焼」したり「ガス化」するなどして発電します。近年では開発
が進み、さまざまな生物資源が有効利用されています。

地下深くにある熱を使います。火山が多い日本ならではの発電法で、東北や九州を中心に展開してい
ます。総発電電力量は少ないものの、天候に左右されず安定した電力供給ができる純国産エネルギー。

日本ではもっとも古くからある再生可能エネルギー。純国産のクリーンエネルギーという特徴があり、
とくに中小規模の水力発電（1,000kW以下）が注目されています。

ロシア、カナダに比べて圧倒

的にエネルギー資源の少な

い日本。エネルギー自給率は

かなり低水準であることがわ

かります。

　さて、私たちは一体どうなってしまうのでしょう？  

　しかし、日本は豊かな自然に恵まれ、この風土を利用した再生可能エネルギーは将来性、可能性を秘めてい

ます。まずは、未来の子どもたちのために現状を受け止め、みんなでエネルギーについて意識することが大事

だと思います。



札幌次世代エネルギーパーク　　●井上さん親子

身近な円山動物園やモエレ沼公園で再エネを使っていると
知り、ビックリ。まず私たちママ世代が再エネやエネパにつ
いて学ばないと。

札幌次世代エネルギーパーク　　●神村さん親子

1才の息子とペレットストーブや雪冷房などを学び、再エネが
ぐっと身近に。父が再エネに詳しいとわかり、三世代の話題
が増えました。

福島次世代エネルギーパーク　　●熊谷さん親子

子どもたちは「学校の授業でもとても役に立った」「これから
自分にできるエコをしたい」と言っています。この貴重な体験
を通じて、たくさんの親子にエネルギーパークの素晴らしさ
を実感してほしいです。

北九州次世代エネルギーパーク　　●森田さん親子

2歳の双子と4ヶ月の子どもを連れて行きましたが、参加して
よかったです。エネルギーについて深く考える機会になりま
した。次世代を生きる小さな子の中にも何かが残ってくれて
いると思います。

最新の次世代エネルギーがわかる

自然のチカラを遊びながら体感

最先端のテクノロジーを体験

地域ごとの風土が楽しめる

将来の子どもたちのために、新たなエネルギーの研究・開発
が行われています。「今」の次世代エネルギーがどうなってい
るか確かめてみましょう。

太陽、風、水、地熱、植物などで自然から生まれる再生可能
エネルギー。エネパの周辺にある自然の強力なパワーを目
の当たりにできます。

『エネパ』は再生可能エネルギーの発電所や研究所になっ
ています。つまり、最先端の技術を見て、触って、体感でき
るのです！

自然の力を効率よくエネルギーに変えるため、各地のエネ
パは風土の特徴を生かした設計になっています。まずは
地元のエネパから見学しましょう！

新エネルギーや次世代エネルギーなどを身近に
感じてもらえる施設として、全国48ヶ所に設置されている
エネパこと『次世代エネルギーパーク』。親子で１日中、
たっぷり遊びながらエネルギーのことが学べます。       

『エネパ』で
再生可能エネルギーを楽しく学びましょう

日本を代表する再生可能エネルギーで、2011年度末で491万kWの導入実績があります。住宅では
100万世帯以上、近年では産業用や公共施設でも積極的に導入しています。

風のエネルギーを電気に変えています。天候により発電量にはムラがあるものの、昼夜関係なく低コス
トで発電できるメリットがあります。2011年度末で256万kWの導入実績があります。

動植物から生まれた生物資源で、「直接燃焼」したり「ガス化」するなどして発電します。近年では開発
が進み、さまざまな生物資源が有効利用されています。

地下深くにある熱を使います。火山が多い日本ならではの発電法で、東北や九州を中心に展開してい
ます。総発電電力量は少ないものの、天候に左右されず安定した電力供給ができる純国産エネルギー。

日本ではもっとも古くからある再生可能エネルギー。純国産のクリーンエネルギーという特徴があり、
とくに中小規模の水力発電（1,000kW以下）が注目されています。

ロシア、カナダに比べて圧倒

的にエネルギー資源の少な

い日本。エネルギー自給率は

かなり低水準であることがわ

かります。

　さて、私たちは一体どうなってしまうのでしょう？  

　しかし、日本は豊かな自然に恵まれ、この風土を利用した再生可能エネルギーは将来性、可能性を秘めてい

ます。まずは、未来の子どもたちのために現状を受け止め、みんなでエネルギーについて意識することが大事

だと思います。



　～ママたちの「参加してヨカッタ」の声がいっぱい !! ～

 「私 た ち 、 で、エ ネ ル ギ ー に つ いて 考 え はじ め まし た 」   

エネママカフェで学んだ電気の大切さや、ワークショップを通じて感じたことを参加した
みなさんに書いてもらいました。電気の大切さを改めて実感したり、節電を心掛けるきっかけ
になったりと、ママたちのエネルギーに対する“想い”がたくさん書き込まれました。

日本をグリーンの力で動かそう！

『 GREEN POWER プロジェクト』とは？
平成24年7月から始まった再生可能エネルギーの固定価格買取制度の施行から1年がたちました。
『Green Powerプロジェクト』は固定価格買取制度への理解を深めるとともに、再生可能エネルギー
の普及を目指すプロジェクトです。まずはママやキッズ、地域コミュニティなど５つのキーアクティビ
ティを通じて、普及啓発活動をしていきます。

GREEN POWER プロジェクトに参加して

GREEN POWER プロジェクト キーアクティビティ 
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　私たちの最終目標は、一緒にエネルギーについ

て考え、行動してくれるママたちと力を合わせて、

『再生可能エネルギーの発電所』を作ることです。

「私たちに発電所が作れるの？」と驚いた方もいる

でしょう。

　実はドイツ・シェーナウのママたちが、自然エネ

ルギーの発電所を作った例があります。1986年

のチェルノブイリの原発事故をきっかけに立ち上

がったシェーナウのママたちが、自然エネルギーの

啓蒙活動を展開。1991年にシェーナウ発電所を

設立しました。

　日本のママたちもドイツのママと同じことができ

ると思うのです。まだまだ福島では地震や原発の

影響で自由に暮らせない人がたくさんいます。で

も、子どもたちが大人になる頃、クリーンで安全な

自然エネルギーだけで日本が動いていたら……と

思うと、ワクワクしませんか？

　グリーン電力とは、環境に害の少な

い再生可能エネルギーのことです。この

グリーン電力の環境に対する付加価値

（CO2排出量の低減など）の部分を『グリー

ン証書』として発行していて、発電所がな

い事業所や家庭でもグリーン証書を使え

ば、証書に記載された電力量（kWh）相当

分の自然エネルギーの普及に貢献し、グ

リーン電力を利用したとみなされます。



で、エ ネ ル ギ ー に つ いて 考 え はじ め まし た 」   

●太陽エネルギーを持ち歩けるっ
てステキ！子ども達の未来！エネル
ギーを大切に！

●“自分の使うエネルギーは自分
でつくろう!!”が、あたりまえの社会
にあるといいネ！

●自然こそ最高のエネルギー！！自
然から貰えるエネルギーで出来る
ことたくさん増えて欲しいです。

●未来の子供たちのために安全な
エネルギーについてみんなで考え
たいね！

●2012年度　活動報告

「チルドリン」をどこで見つけましたか？ エネルギーについて、どんなことが知りたいですか？

今回の号でよかった記事は何ですか？ エネルギーのどんなワークショップがあったら参加したい
ですか？

「チルドリン」の感想を聞かせてください。 エネルギーについて、こころがけていることや考えなど
あれば教えてください。

NPO法人チルドリンでは、ママたちが自分のペースで仲間や地域と関わり、
子育て時期をもっと「楽しみ・学び・安心して過ごせる場」を作る活動を
しています。

〈主な活動〉
●ママまつり…毎回さまざまな企画でママと子どもで賑わう“ママによるママのため

の ”イベントです。

●コミュニティ＊チルドリン…全国９つの街で開催されるコミュニティスペース。スイー

ツの会やベビーマッサージ、アロマなどのイベントやワークショップなどに参加して、

自分の時間を楽しめます。新しいお友達もできるかも♪

●フリーマガジン『childrin』…隔月発行のフリーマガジン。育児、おでかけ情報な

ど子育てママにうれしい情報が満載です！

●ママプロダクション…ママの「好き」「得意」「経験」を生かしてみませんか？アトリ

エ※チルドリンでのワークショップ講師やドリームショップ、ママまつりでイベント（ブー

ス出店）する（など）活躍できるチャンスです（要登録）。

●ママネット…全国のママサークル、ママ団体、ママ支援団体どうしで応援しあい、

活動の輪を広げています。


